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　2008 年 6 月 11 日、米航空宇宙局 (NASA) のガンマ線大口径宇宙望遠鏡衛星 GLAST( グラスト ) が、
米国フロリダ州のケープ ･ カナベラル空軍基地からデルタ II ロケットで打ち上げられた。日本、イタ
リア、フランス、スウェーデンおよびドイツの研究機関が衛星開発に参加した。最も高いエネルギー
領域の電磁波であるガンマ線は、高エネルギーの物理現象で生成されるため、ガンマ線望遠鏡で見た
宇宙は、肉眼で見るのとは全く異なる姿になる。主要観測装置であるガンマ線大口径望遠鏡 LAT は、
ガンマ線から対生成される電子・陽電子対の飛跡を検出器で測定してガンマ線源の位置を特定できる
とともに、これら粒子のエネルギーをカロリメータで測定してガンマ線のエネルギーを計測できる。
飛跡検出器には、広島大学が設計し、浜松ホトニクス株式会社が製作した高性能半導体センサー約 1
万枚が使用され、従来の約 30 倍の観測精度が実現している。
トピックス 6　国際ガンマ線天文衛星の打上げ
　米航空宇宙局 (NASA) のガンマ線大口径宇宙望
遠 鏡 衛 星 GLAST (Gamma-ray Large Area Space 
Telescope) が 2008 年 6 月 11 日 16 時 (UT)、米国
フロリダ州のケープ ･ カナベラル空軍基地からデル
タ II ロケットにより高度約 560km の地球周回軌道
に打ち上げられた。
　太陽は、可視光で見ると、温度約 6000 度の表面
に顕著な活動は見られず、黒点が識別できる位であ
るのに対し、X 線で見ると、温度が百万度を超える
太陽コロナでフレアなどの活発な現象が現れる。ガ
ンマ線は、最も高いエネルギー領域の電磁波であり、
高エネルギーの物理現象で生成されるため、ガンマ
線望遠鏡で見た宇宙は、可視光で見るのとは全く異
なる姿になる。ガンマ線望遠鏡で見た太陽は、フレ
ア発生時を除き、暗い。
　太陽の数百万から数十億倍の質量を持つブラック
ホールによって異常に明るく輝く銀河中心部の活動
銀河核、数秒から数分間のガンマ線発光現象で、寿
命約 100 億年の太陽が一生かけて生成するのと同量
のエネルギーを放出するガンマ線バースト、質量が
太陽の約 8 倍以上の恒星が超新星爆発を起こした後
に残る超高密度の中性子星の重力場 ･ 電磁場が引き
起こす物理現象、起源が未だ特定されていない宇宙
線などが GLAST により研究できる。
　ガンマ線は X 線より波長が短く集光鏡を応用す
るのが困難なため、従来は精度の良い観測ができな
かった。主要観測機器であるガンマ線大口径望遠鏡
LAT (Large Area Telescope：図表参照）は、高エ
ネルギーのガンマ線から電子およびその反物質であ
る陽電子の対が生成されること ( 対生成 ) を利用し
て、電子 ･ 陽電子の飛跡を検出器で測定してガンマ
線源の位置を特定できるとともに、これら粒子のエ
ネルギーをカロリメータで測定することにより入射
ガンマ線のエネルギーを計測できる。飛跡検出器に
は、広島大学が設計し、浜松ホトニクス株式会社が
製作した高性能半導体センサー約 1 万枚が使用され
ており、従来の約 30 倍の観測精度が実現している。
　GLAST は、NASA と米エネルギー省 (DOE) との
共同プロジェクトであり、日本、イタリア、フランス、
スウェーデンおよびドイツの研究機関が開発に参加
した。日本からの参加機関は、広島大学、東京工業
大学および（独）宇宙航空研究開発機構 (JAXA) 宇宙
科学研究本部 (ISAS) であり、文部科学省 ( 科学研究
費 )、高エネルギー加速器研究機構 ( 日米科学技術
協力事業 ) および理化学研究所から支援を受けた。
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